
2026年度 上堂ホサナ保育園 事業計画書 

 
 1キリスト教保育 キリスト教保育を理解し、一人ひとりにあたたかい愛情を注ぐ。 

  ・職員 …関係教会への礼拝出席を教職員は重んじ、礼拝から始まるキリスト教保育を推進す

る。(代表業務執行理事会確認事項) 

キリスト教保育誌を元に保育観の共有(チャプレンによるバイブルスタディ)、礼拝

出席を重んじ学びを深める。 

  ・子ども…日々のお祈り、讃美歌、子ども礼拝(チャプレン)、舘坂橋教会・教会学校「バイ

ブルストーリーテリング」(年 6回予定)を通し、神様を身近に感じる。 

2保育環境の改善と質の向上 

 ・感染対策を緩めることなく、創意工夫しながら、子どもたちのこの時期にしか出来ない経

験の機会を大切に丁寧な保育を心掛ける。 

・発達、興味にあった絵本（読み聞かせ・子ども自身がいつでも自由に手に取ってみること

が出来る）、遊び、安全性に考慮した玩具を用意し、遊びを豊かにする。 

 3 連携施設との交流の場をもつ 

  ・小規模園だけでは体験できない活動に参加し、連携園の友だちと触れ合う。 

  ・連携園との関わりを大切にし、進級後の育ちを円滑にサポートできるようにする。  

   2026年度、交流遊びの機会、行事(チャグチャグ馬っこ・運動会・焼き芋会)等部分参加の

機会を連携園と相談し増やしていきたい。 

4 保護者支援の在り方 

 ・送迎時の、おたより、連絡ノート、保育園で過ごす様子を引き続き、細やかに伝えていく 

 ・インスタグラムやブログの更新により日々の姿を発信する。 

 ・保護者を対象とした懇談会や未就園児対象の子育て支援「ベビーズタイム」を開く。 

 ・保育参観の実施、保護者同士の交流の機会をもつようにする。 

5 地域の方との関わりを大切にする 

 ・園を開放し、地域の方との触れ合いの場を持てるようにしていく。 

  ・花の日礼拝・勤労感謝の日には、日頃より見守って下さっていることに感謝の気持ちを表

し、製作物を近隣の方にプレゼントする。 

  ・地域における子育て支援活動「ベビーズタイム」を推進し、バザーなども企画する。 

 6 ホサナ保育園・園内行事 

  ・一人一人の発達に配慮しつつ、に色々な体験ができる機会を設定していきたい。 

  ・進級お祝い会 ・イースター礼拝・春のお散歩会・ホサリンピック・クリスマス祝会 

・卒園を祝う会 ・卒園式 

・わらべ歌に触れる機会を増やし繰り返し優しい音の節を体感する。 

 7運営の健全化を目指す。 

  ・昨年度に引き続き、優先順位を考えながら収支のバランスを整えていく。 

  ・未就園児対象親子を対象とした子育て支援「ベビーズタイム」を企画し、小規模園ならで

はの良さをアピールしていく。 

  ・インスタグラムを通して細やかな保育の様子を伝えていく 

  ・ホサナ保育園独自の保護者支援につながることを検討する。 


